
別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

基本目標１

1-(１)-①1

(1) 子どもの人権の
尊重

①　子どもの人権に
関する意識啓発

l 「子どもの権利条約」や人権についての啓発

人権推進課 Ａ

子どもの権利条約に特
化してはいないが、木津
川市人権啓発研修会・
講演会講師料助成金交
付要綱に基づき、市内
各小中学校及び各幼稚
園・保育園に対し、人権
講演会等の講師料の助
成を行い、子どもの人
権に関する意識啓発を
図っている。
助成金交付実績；16
件、330千円。参加者数
合計2,370人。

2

引き続き、市内の校・
園等に対する人権講
演会講師料助成を行
い、人権についての
啓発を推進していく。

1-(１)-①2

l 子どもの人権問題に関する啓発

人権推進課 Ａ

前述のとおり、人権講演
会等の講師料の助成を
行い、子どもの人権問
題に関する啓発を図っ
ている。
助成金交付実績も前述
のとおり。
「子どもの人権問題」に
関するテーマに限定す
れば、実施件数11件、
参加者数958人。

2

引き続き、市内の校・
園等に対する人権講
演会講師料助成を行
い、子どもの人権問
題に関する啓発を推
進していく。

1-(１)-②1

②　子どもに対する
人権尊重の意識づく
り

l 人権感覚を育む保育・教育の推進

学校教育課 Ａ

人権教育の充実を図る
ため、教職員を対象に
した研修会を実施した。

2

継続して人権教育を
推進する。

1-(１)-②1

②　子どもに対する
人権尊重の意識づく
り

l 人権感覚を育む保育・教育の推進

こども宝課 Ａ

人権保育の充実を図る
ための研修を行い、子
どもに配慮した保育計
画を策定し実施した。保
育士人権学習会及び研
修会に参加した。

2

子どもの人権を尊重
した保育を推進する。
自尊感情を高め、命
の大切さや互いを認
めあうような人権保育
を推進する。

1-(１)-②2

l 共生の態度の育成

学校教育課 Ａ

各学校において、人権
教育・道徳教育を進め
ている。 2

継続して推進する。

平成２８年度子ども・子育て支援事業計画調査票
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1-(１)-②3

l 幼稚園、保育所、認定こども園、学校、関係機関との連
携による人権教育の推進

人権推進課 Ａ

前述のとおり、各校・園
に対し人権講演会等の
講師料の助成を行って
いる。助成金交付実績
も前述のとおり。
また、人権研修会とし
て、市内小学校におい
て、デートＤＶに対する
理解を深める研修を実
施した。
実施校1校、参加生徒
数30人。

2

引き続き、市内の校・
園等に対する人権講
演会講師料助成や市
内中学校に対するＤ
Ｖ防止研修などを行う
など、各校園等と連
携しながら人権教育・
啓発を推進していく。

1-(１)-②3
l 幼稚園、保育所、認定こども園、学校、関係機関との連
携による人権教育の推進 学校教育課 Ａ

木津川市人権教育研究
会を定期的に実施 2

継続して推進していく

1-(１)-③1

③　子どもに関する
相談・支援体制の充
実

l 学校での生徒指導や教育相談の充実

学校教育課 Ａ

各学校での教員による
指導・相談に加え、カウ
ンセラーや教育相談員
による相談等も実施し
た。

1

継続して、相談体制
の充実を図る。

1-(１)-③2

l 小学校へのスクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーの配置の検討

学校教育課 Ａ

全ての小中学校にス
クールカウンセラーの配
置を完了している。28年
度は市費によるスクー
ルカウンセラーの配置
拡充により、小学校月１
回の配置を完了した。

1

継続して相談体制の
充実を図る。

1-(１)-③3

l 適応指導教室の充実

学校教育課 Ａ

26年度から指導員を１
日４人から５人体制と
し、28年度も継続して指
導を行った。

1

現状の体制を維持
し、指導を行う。

1-(１)-③4

l 心の教育相談員やカウンセリングルームの充実

学校教育課 Ａ

３中学校にそれぞれ１
名の教育相談員を配置
するとともに、28年度は
週２回カウンセリング
ルームを開設した。

1

継続して相談体制の
充実を図る。

子どもの人
権の尊重と
安全・安心
な環境づく
り
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1-(１)-③5

l 民生委員・児童委員等関係団体等との連携強化

社会福祉課 Ａ

生活保護等における
行政の協力機関であ
り、住民の最も身近
な相談相手として人
権に関わる問題に接
する機会も多いた
め、全民生児童委員
を対象として毎年人
権啓発研修を実施し
ている。（府主催）
平成28年度実績10/7
「精神障害者への理
解を深める」128名
（市78名）

2

引き続き研修等を通
して、子どもの人権
に関する啓発を行う
機会を作り、相談・
支援体制を充実させ
ていきます。

1-(2)-①1

(2) 児童虐待の防止 ①　子どもの虐待防
止と対応の充実

l 市民に対する児童虐待に関する意識啓発と通報窓口
の周知

こども宝課 Ａ

11月の児童虐待予防月
間に京都府と合同で啓
発を実施（ガーデンモー
ル）

2

継続

1-(2)-①2

l 育児のハイリスク者等の早期発見・早期介入

健康推進課 Ａ

医療機関と情報交換
し、特定妊婦および産
褥婦について育児不安
がある場合、早期に介
入し安定した育児環境
を整えられるよう支援す
る
母子健康手帳交付時の
アンケート調査から出産
前の不安な状況を把握
し、健やかな妊娠期間
を送ることができるよう
支援する

2

継続実施

1-(2)-①2
l 育児のハイリスク者等の早期発見・早期介入

こども宝課 Ａ
関係機関との連携によ
り支援を実施 2

継続

1-(2)-①3

l 民生委員・児童委員等関係団体等との連携強化

社会福祉課 Ａ

木津民児協では親子
交流事業「たのしい
ひろば」にて虐待防
止啓発グッズを配布
している。
また、加茂民児協及
び山城民児協では、
乳児前健康診査の際
に啓発グッズの配布
をおこなっている。

2

引き続き民生児童委
員活動を通じた虐待
防止への取り組みを
行います。

子どもの人
権の尊重と
安全・安心
な環境づく
り
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1-(2)-①4

l 要保護児童対策地域協議会の開催の充実

こども宝課 Ａ

代表者会議　年2回
実務者会議　年6回
ケース会議　年113回

2

継続

1-(2)-①5
l ＤＶに関係した子どもの虐待の防止と対応

こども宝課 Ａ
関係機関との連携によ
り支援を実施した。 2

継続

1-(3)-①1

(3) 安全な環境づくり ①　交通安全対策
の推進

l 登下校の安全を見守るボランティアの活動支援

学校教育課 Ａ

安心して活動していただ
けるよう、ボランティア保
険への加入と資材の提
供を行った。

2

継続してボランティア
活動の支援を行う。

1-(3)-①2

l 木津川市通学路安全推進会議による通学路の安全確
保

学校教育課 Ａ

関係機関が集まり、通
学路の安全確保につい
て協議を行い、対策を
講じた。

2

継続して関係機関と
連携し、協議を行う。

1-(3)-①3

l ドライバーに対する安全運転等の呼びかけ

総務課 Ａ

木津交差点付近での
シートベルト及びチャイ
ルドシートの着用を呼び
かけるボードの掲示を
実施
平成28年7月1日
平成29年3月1日

2

今後も広報誌への掲
載及び街頭啓発活動
を実施することで、引
き続き交通安全の推
進を図る。

1-(3)-①4

l 自転車の走行マナーについての市民に対する啓発

総務課 Ａ

自転車の安全利用及び
自転車乗車中の交通事
故防止について、市内
主要駅及びアルプラザ
木津店にて啓発物品の
配布を実施
平成28年5月20日（金）
参加人数9人
平成28年7月21日（木）
参加人数20人
平成28年9月21日（水）
参加人数32人

2

今後も広報誌への掲
載及び街頭啓発活動
を実施することで、引
き続き交通安全の推
進を図る。

1-(3)-①5
l 子どもに対する交通安全教育の推進

学校教育課 Ａ
各学校において、交通
安全教室を開催した。 2

継続して交通安全教
室を推進していく。

1-(3)-①5
l 子どもに対する交通安全教育の推進

こども宝課 Ａ
保育所・児童クラブで実
施 2

継続

1-(3)-①6

l 自転車通学安全補助金（ヘルメット購入補助金）の支
給 学校教育課 Ａ

自転車通学の生徒に通
学用ヘルメット購入補助
金を交付した。

2

自転車通学生徒の安
全のため引き続き補
助を行う。

子どもの人
権の尊重と
安全・安心
な環境づく
り
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1-(3)-①7

l 交通遺児奨学金窓口

こども宝課 Ａ

義務教育終了前の維持
を養育する保護者34人
月額2,000円を支給し
た。

2

継続

1-(3)-②1

②　防犯対策の推
進

l 教職員の防犯意識向上のための研修会の実施

学校教育課 Ａ

教職員の防犯意識向上
のために市教委主催の
研修会を実施した。

2

防犯意識向上のた
め、引き続き研修会
を実施していく。

1-(3)-②2

l 子どもの防犯意識向上のための訓練等の定期的な実
施

学校教育課 Ａ

子どもの防犯意識向上
のため、各学校におい
て防犯訓練を実施した。 2

防犯意識向上のた
め、引き続き訓練を
実施する。

1-(3)-②3

l 危機対応能力を身につける安全教育の実施

学校教育課 Ａ

不審者侵入を想定した
防犯訓練を実施した。 2

危機対応能力を身に
つけるため、引き続き
訓練を実施する。

1-(3)-②4

l 地域実態に応じた学校安全マップの作成・活用

学校教育課 Ａ

一部の学校で、児童・保
護者と地域の方が一緒
に安全マップを作成。 1

学校安全マップの作
成・活用を促す。

1-(3)-②5

l 「子ども110番のいえ」の設置の促進

学校教育課 Ａ

警察署が地域住民・関
係機関等の協力を得
て、「子ども１１０番の
家」を設地している。地
域全体で子どもの安全
と安心を守っている。

2

子どもたちを犯罪から
守るため、引き続き地
域の協力を得る。

1-(3)-②6

l 青色パトロール事業の推進

学校教育課 Ａ

登下校中の子どもの安
全を守るため、青色パト
ロールを実施。 2

子どもの安全を守る
ため、引き続き青色
パトロールを実施す
る。

1-(3)-②6

l 青色パトロール事業の推進

危機管理課 Ａ

・兜台地域西部を中心
にパトロールを実施し
た。（Ｈ２８年４月）
・州見台小学校区のパ
トロールを実施した。（Ｈ
２９年３月）

2

児童・生徒の見守り
活動として、市内全域
の青色パトロールを
継続する。

1-(3)-②7

l 小学校入学時の防犯ブザーの配付

学校教育課 Ａ

小学校入学時に防犯ブ
ザーを配布し、使い方を
指導した。

2

子どもの安全のた
め、継続して防犯ブ
ザーの配布を行う。

1-(3)-②8

l 登下校の安全を見守るボランティアの活動支援（再掲）

学校教育課 Ａ

安心して活動していただ
けるよう、ボランティア保
険への加入と資材の提
供を行った。

2

継続してボランティア
活動の支援を行う。

子どもの人
権の尊重と
安全・安心
な環境づく
り
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1-(3)-②9

l 木津川市通学路安全推進会議による通学路の安全確
保（再掲）

学校教育課 Ａ

関係機関が集まり、通
学路の安全確保につい
て協議を行い、対策を
講じた。

2

継続して関係機関と
連携し、協議を行う。

1-(3)-②10

l 京都府警防災・防犯情報メールを活用した子ども安全
対策の推進

学校教育課 Ａ

京都府警防災・防犯情
報メールを活用するよ
う、学校へ通知した。

2

引き続き、京都府警
防災・防犯情報メー
ルの活用を促進す
る。

1-(3)-②10

l 京都府警防災・防犯情報メールを活用した子ども安全
対策の推進

危機管理課 Ａ

・市ホームページ等を活
用し、防災・防犯情報の
掲載及び啓発を行っ
た。
・市内各小学校区の通
学路に防犯カメラ３０基
を設置した。（Ｈ２８年１
０月末完了）

2

・京都府と連携した安
全・安心まちづくりを
推進するため、防災・
防犯情報の共有と市
民への情報提供及び
啓発を推進する。
・市内４箇所に防犯カ
メラを設置する。（危
険個所から４箇所を
選定）

1-(3)-③1

③　防災対策の推
進

l 危機管理マニュアルの作成と危機管理体制の整備

学校教育課 Ａ

各学校のいて危機管理
マニュアルを作成し、危
機管理体制の整備を
行った。

2

少なくとも年１回、危
機管理マニュアル及
び危機管理体制の見
直しを図る。

1-(3)-③1

l 危機管理マニュアルの作成と危機管理体制の整備

こども宝課 Ｂ

保育所においては作成
済、放課後児童クラブに
おいて、作成の検討中。 1

今後、作成を行い整
備し拡充する。

1-(3)-③2

l 教職員の防災意識向上のための研修会の実施

学校教育課 Ａ

教職員の防災意識向上
のために市教委主催の
研修会を実施した。 2

防災意識向上のため
引き続き研修会を実
施していく。

1-(3)-③3

l 学校等における避難訓練等防災教育の実施

学校教育課 Ａ

防災意識向上のため
に、各学校において、批
難訓練を実施した。 2

防災意識向上のため
引き続き避難訓練を
実施していく。

1-(3)-③3
l 学校等における避難訓練等防災教育の実施

こども宝課 Ａ
保育所において毎月実
施 2

継続して実施

子どもの人
権の尊重と
安全・安心
な環境づく
り
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1-(3)-③4

l 地域における防災活動の促進

危機管理課 Ａ

・自主防災組織との連
携強化、並びに組織設
立の促進を図った。
・自主防災組織が実施
する訓練や研修への参
加並びに助成を行っ
た。
・木津川市防災訓練を
実施した。

2

・自主防災組織との
連携強化、並びに組
織設立の促進を図
る。（２組織の設立を
目指す）
・自社防災組織が実
施する訓練や研修へ
の参加並びに助成を
行う。
・木津川市防災訓練
を実施する。

1-(3)-③5

l 避難行動要支援者名簿の整備による災害時の安否確
認体制の推進

社会福祉課 Ａ

名簿を整理してい
る。
また、通常時から名
簿情報を関係機関
（地域の支援ネット
ワーク）と共有でき
るよう、対象者に対
し、情報提供に係る
同意を得るよう努め
ている。

2

災害時や災害後の安
否確認体制について
は、地域の支援ネッ
トワーク体制等にお
いてまだ不十分であ
るため、防災部局と
の連携を深め、更な
る体制整備へ向け取
り組みたいと考えて
います。

子どもの人
権の尊重と
安全・安心
な環境づく
り

7



別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

基本目標２

2-(1)-①1

(1)次代の親の育成 ①　子育てへの関心
の喚起

l 中学校における保育実習等乳幼児とのふれあい体験
の充実

学校教育課 Ａ

家庭科の学習の中で保
育実習を実施した。

2

継続して保育実習を
通じて、乳幼児とのふ
れあい体験の充実を
図る。

2-(1)-①1
l 中学校における保育実習等乳幼児とのふれあい体験
の充実 こども宝課 Ａ

職場体験や家庭科での
保育実習を実施した。 2

継続して実施

2-(1)-①2

l 子育ての楽しさのＰＲ

健康推進課 Ａ

マタニティ広場や乳幼児
相談健診において楽しく
子育てできるような助言
を実施

2

継続実施

2-(1)-①2

l 子育ての楽しさのＰＲ

こども宝課 Ａ

保育コンシェルジュ・子
育て支援センター・つど
いのひろばでの情報提
供、また、子育てサイト・
ＳＮＳを利用した子育て
アプリで実施

2

情報の更新を継続し
て行う

2-(1)-①3

l 子育て関連サービスや相談窓口に関する情報提供

健康推進課 Ａ

マタニティ広場や乳幼児
相談健診において子育
てに関する助言及び楽
しく子育てできるような
各種センターや広場、
サロンなどを紹介

2

継続実施

2-(1)-①3

l 子育て関連サービスや相談窓口に関する情報提供

こども宝課 Ａ

保育コンシェルジュ・子
育て支援センター・つど
いのひろばでの情報提
供、また、子育てサイト・
ＳＮＳを利用した子育て
アプリで実施

2

情報の更新を継続し
て行う

2-(1)-②1

②　有害環境対策
や非行等問題行動
への対応の推進

l 青少年関係団体との連携による有害環境の浄化

社会教育課 Ａ

夜間パトロールの実施
(年間12回)
覚せい剤等乱用防止に
係る街頭啓発(6/17)

2

青少年非行防止に係
る啓発を継続する。

2-(1)-②2

l 社会の一員として持つべき規範意識やコミュニケーショ
ン能力の育成

学校教育課 Ａ

非行防止教室を実施
し、規範意識の醸成を
図った。 2

引き続き、非行防止
教室を実施し、規範
意識の向上を図って
いく。

2-(1)-②3

l 携帯電話やスマートフォン等の安全な使い方の啓発や
モラル等適切な指導 学校教育課 Ａ

各学校で情報モラルに
ついての講演会等を
行った。

1

市内のすべての学校
へ活動を広げるよう
促進する。

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

2-(1)-②3

l 携帯電話やスマートフォン等の安全な使い方の啓発や
モラル等適切な指導

社会教育課 B

青少年の健全な育成に
関する条例に基づく一
斉立入調査において携
帯電話取扱店にフィル
タリングサービスに係る
情報提供状況を調査・
啓発を行った。

2

青少年非行防止に係
る啓発を継続する。

2-(1)-②4

l メディアを上手に活用できる力の育成教育の推進

学校教育課 Ａ

すべての小中学校でＩＣ
Ｔ教育に取り組んだ。

2

継続してＩＣＴ教育に
取り組み、メディアを
上手に活用できる力
の育成に努める。

2-(1)-②4

l メディアを上手に活用できる力の育成教育の推進

社会教育課 A

高校生が講師となり小
学生を対象に「わくわく
パソコン教室」を実施し
た。(10/15)

2

引続き実施する。

2-(1)-②5
l 青少年の犯罪防止のための保護司会との連携

社会教育課 Ｃ
未着手

2
青少年育成委員会、
保護司会との連携を
図る。

2-(1)-②5

l 青少年の犯罪防止のための保護司会との連携

社会福祉課 A

青少年の更生保護に関
する相談・支援（更生保
護サポートセンター）や
研修会の実施（H28.11.8
学校との連携にかかる
研究協議会)

2

今後も保護司会と連
携し、青少年の更生
保護の相談支援の実
施や研修会を実施継
続。

2-(1)-②6

l 生徒指導の推進

学校教育課 Ａ

各学校において生徒指
導の推進に取り組ん
だ。 2

引き続き、すべての
学校において生徒指
導の推進に取り組ん
でいく。

2-(2)-①1

(2) 心豊かにたくまし
い人を育てる教育環
境の整備

①　教育・保育内容
の充実

l 人格形成の基礎を培う幼児教育の充実

学校教育課 Ａ

体力・豊かな情操・道徳
の芽生えを培うよう、幼
児教育に取り組んだ。

2

継続して幼児教育の
充実を推進する。

2-(2)-①1

l 人格形成の基礎を培う幼児教育の充実

こども宝課 Ａ

一人ひとりを大切にした
保育を進める中で、自
尊感情を育て、人に対
する信頼関係を深める
保育を進める。
〇生活習慣の確立
〇世代間交流
〇異年齢交流

2

継続して実施

2-(2)-①2

l 保幼小連携教育の推進

学校教育課 Ａ

保育園・幼稚園との交
流を通した連携事業を
実施した。 2

引き続き、保幼小連
携教育を推進する。

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

2-(2)-①2

l 保幼小連携教育の推進

こども宝課 Ａ

保育園、幼稚園との交
流を通した連携事業を
実施した。

2

継続して実施

2-(2)-①3

l きづがわっ子生活カリキュラム（ベーシック木津川版）
の策定

学校教育課 Ａ

各学校において、家庭
学習の手引書等を作成
し、活用・指導を実施し
ている。

2

継続して取組を推進
する。

2-(2)-①4

l 保護者の就労の有無にかかわらず、幼稚園及び保育
所において、同レベルの質の高い教育・保育の提供体
制の確保

学校教育課 Ａ

認定こども園の新設に
向け、準備を進めた。 2

認定こども園所管課
を連携ととり、事務を
進める。

2-(2)-①4

l 保護者の就労の有無にかかわらず、幼稚園及び保育
所において、同レベルの質の高い教育・保育の提供体
制の確保 こども宝課 Ａ

幼保連携型認定こども
園の開設1園及び保育
所からの移行6園 2

認定こども園で継続し
て質の高い教育･保
育の実施

2-(2)-①5

l 認定こども園の設置に向けた関係課との連携

こども宝課 Ａ

幼保連携型こども園の
開設、保育所からの移
行に向けた協議の実施 1

継続

2-(2)-①5

l 認定こども園の設置に向けた関係課との連携

学校教育課 Ａ

認定こども園の新設に
向け、準備を進めた。 2

認定こども園所管課
を連携ととり、事務を
進める。

2-(2)-①6

l 多様な教育・保育ニーズに柔軟に対応できるよう、保
育所の民営化への取組

こども宝課 Ａ

梅美台保育園の完全民
営化、公立保育所の民
営化等実施計画の策定 2

公立保育所の民営化
等実施計画策定後計
画の実行

2-(2)-①7

l 就学前の多様な教育・保育ニーズに対しては、公営に
比べ民間運営の方が柔軟で早期の対応が可能であると
考えられることから、民間活力の活用を図る

学校教育課 Ａ

認定こども園の新設に
向け、準備を進めた。

2

認定こども園所管課
を連携ととり、事務を
進める。

2-(2)-①7

l 就学前の多様な教育・保育ニーズに対しては、公営に
比べ民間運営の方が柔軟で早期の対応が可能であると
考えられることから、民間活力の活用を図る こども宝課 Ａ

梅美台保育園の完全民
営化、公立保育所の民
営化等実施計画の策定 2

公立保育所の民営化
等実施計画策定後計
画の実行

2-(2)-①8

l 就学前から読書に親しむ活動の推進

学校教育課 Ａ

第二次木津川市子ども
の読書活動推進計画に
基づき、それぞれの機
関において活動を実施
した。

2

第二次木津川市子ど
もの読書活動推進計
画に基づき、引き続き
活動を実施する。

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

2-(2)-①8

l 就学前から読書に親しむ活動の推進

こども宝課 Ａ

保育所等での読み聞か
せ等の実施 2

継続

2-(2)-①9

l 地域との連携の推進

学校教育課 Ａ

学校評議員として地域
の方々に学校運営に参
画していただいているほ
か、あいさつ運動などを
通じて地域との連携を
推進した。

2

引き続き、地域との連
携を推進する。

2-(2)-①9

l 地域との連携の推進

こども宝課 Ａ

園児と高齢者との交
流、地区主任児童委員
との連携

2

継続して実施

2-(2)-②1

②　学校教育内容
の充実

l 学習意欲の向上と学習習慣の確立

学校教育課 Ａ

補充学習による学習意
欲の向上や、家庭と連
携した低学年からの学
習習慣の確立を推進し
た。

2

継続して学習意欲の
向上と学習習慣の確
立に取り組む。

2-(2)-②2

l 基礎的・基本的な知識・技能の習得

学校教育課 Ａ

補充学習やＩＣＴを活用
し、基礎的・基本的な知
識・技能の習得に努め
た。

2

引き続き補充学習やＩ
ＣＴを活用し基礎的・
基本的な知識・技能
の向上を図る。

2-(2)-②3

l 活用する力の育成

学校教育課 Ａ

研究指定校事業やアク
ティブラーニングの手法
により、活用する力の育
成を図った。

2

引き続き授業を工夫
することにより、活用
する力の育成を図
る。

2-(2)-②4

l 道徳教育の推進

学校教育課 Ａ

市道徳教育研究会を中
心に指導方法の工夫改
善を行い、道徳教育の
推進を図った。

2

引き続き市道徳教育
研究会を中心に指導
方法の工夫改善を行
い、道徳教育の推進
を図っていく。

2-(2)-②5

l 読書活動の推進

学校教育課 Ａ

第二次木津川市子ども
の読書活動推進計画に
基づき、それぞれの機
関において活動を実施
した。

2

第二次子どもの読書
活動推進計画に基づ
き、引き続き活動を実
施する。

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

2-(2)-②6

l キャリア教育の推進

学校教育課 Ａ

小学校では農業や福祉
などの職業体験、中学
校では職場体験と発達
の段階に応じたキャリア
教育を行った。

2

引き続き発達の段階
に応じた系統的な記
キャリア教育を推進し
ていく。

2-(2)-②7

l 情報教育の推進

学校教育課 Ａ

ＩＣＴ機器の整備を進
め、これらを活用した情
報教育を推進した。 2

引き続きＩＣＴ機器の
整備を進め、これらを
活用した情報教育を
推進していく。

2-(2)-②8

l 国際理解教育の推進

学校教育課 Ａ

外国人ゲストを招いた
授業等を通じて国際理
解教育を推進した。 2

引き続き、国際理解
教育を推進していく。

2-(2)-②9
l 環境教育の推進

学校教育課 Ａ
各学校において環境学
習に取り組んだ。 2

引き続き、環境教育
を推進していく。

2-(2)-②10

l 学校の組織力と教職員の資質向上

学校教育課 Ａ

教職員研究等を実施
し、学校の組織力と教
職員の資質向上を図っ
た。

2

教職員研修等を充実
し、学校の組織力と
教職員の資質向上に
努める。

2-(2)-②11

l 魅力ある学校づくり

学校教育課 Ａ

それぞれの学校の状況
に応じた教育の推進を
図るため「特色ある学校
づくり推進事業」を実
施。

2

引き続き魅力ある学
校づくりを推進してい
く。

2-(2)-③1

③　教育・保育施
設・設備の整備・充
実

l 幼稚園、保育所の施設・設備の整備・充実

学校教育課 Ａ

非構造部材の耐震。

2

安全を確保できるよう
に、適宜、修繕を実施

2-(2)-③1

l 幼稚園、保育所の施設・設備の整備・充実

こども宝課 A

老朽化した施設の修繕
工事等の実施。非構造
部材の耐震。 2

継続

2-(2)-③2
l 小・中学校の施設・設備の整備・充実

学校教育課 Ａ
図書室へのエアコン設
置。 2

安全を確保できるよう
に、適宜、修繕を実施

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

2-(2)-③3

l 学校の情報化や図書・教材の整備など教育環境の充
実 学校教育課 Ａ

ＩＣＴ機器や図書システ
ムの整備など教育環境
の充実を図った。

2

引き続きより良い教
育環境の整備を図っ
ていく。

2-(3)-①1

(3) 家庭や地域の教
育力の向上

①　家庭の子育て力
の向上

l 地域の幼児教育センター的役割を果たすための人的・
物的教育機能や施設の開放 学校教育課 Ａ

公立幼稚園において、
親子で参加できる事業
を実施。

2

継続して事業を実施
する。

2-(3)-①2

l 親のための応援塾、もうすぐ１年生体験入学推進事業
の活用

学校教育課 Ａ

すべての小学校で体験
入学等を実施し、小１プ
ロブレムと保護者の不
安の解消を図った。

2

継続して、体験入学
等を実施する。

2-(3)-①2

l 親のための応援塾、もうすぐ１年生体験入学推進事業
の活用

社会教育課 C

取組なし

4

平成25年度までは小
学校から事業報告書
を受け府へ提出して
いた。

2-(3)-①3

l 親の子育てに対する相談・サポート体制の充実

健康推進課 Ａ

乳幼児相談、各種健
診、発達相談を行うとと
もに、随時保護者から
の相談フォローに対応
している。

2

継続実施

2-(3)-①3

l 親の子育てに対する相談・サポート体制の充実

こども宝課 Ａ

地域子育て支援セン
ターでの電話相談、来
所相談の実施。

2

引続き実施する。

2-(3)-①4
l 保護者の学びの支援（子育て講座、男女共同子育て講
座、父親教室等） こども宝課 Ａ

保護者支援のための研
修の実施 2

継続

2-(3)-①5

l ブックスタート

健康推進課 Ａ

乳児後期健診時にボラ
ンティアによる絵本の読
み聞かせを行い669冊
配付している。

2

継続実施

2-(3)-①6

l 親子でおもちゃで遊べる場づくり

社会福祉課 Ａ

社会福祉協議会主催
のおもちゃの図書館
では、おもちゃの貸
し出しを行ってい
る。

2

今後も様々な事業を
通して、親子が触れ
合える場を作りま
す。

2-(3)-②1

②　地域人材の育
成・活用

l 木津川市地域で支える学校教育推進事業

社会教育課 Ａ

小中学校からの支援要
望に基づき5中学校区
で支援事業を実施。 2

支援事業の充実に向
けコーディネーターの
育成、ボランティアの
確保が課題である。

2-(3)-②2

l 木津川市子どもはぐくみ人材バンク

学校教育課 Ａ

学校支援地域本部事業
として、中学校区ごとの
ものを作成し、活用して
いる。

2

継続して、事業を実
施する。

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

2-(3)-②3

l 老人クラブ活動等地域団体による子育て支援活動の
支援

高齢介護課 Ａ

年間を通じ、登下校時
の子どもの安全確保を
行う見守り活動を展開
し、不審者等からの安
全確保及び交通事故防
止を図るとともに、老人
クラブの基盤強化と活
性化を図った。
加茂支部役員200人/年

2

登下校時の子どもの
安全確保を行う見守
り活動を今後も継続し
て行い、地域の支え
合いによる安心・安全
なまちづくりを展開す
る。

2-(4)-①1

(4) 多様な体験機会
の充実

①　多様な体験・交
流機会の充実

l 子どもの安全な居場所づくりや心身の健全な育成を図
る児童館活動の内容の充実

社会教育課 Ａ

小学校区(相楽台・高の
原・棚倉)、南加茂台公
民館を拠点に家庭・地
域・学校・行政が連携
し、地域の大人の見守
りの中、自由に遊べ、学
べる場所を提供した。ま
た、新たに木津小学校、
南加茂台小学校におい
ても開設した。 2

子どもたちに安心・安
全な遊び場を提供し、
多様な学習や体験の
機会を与えるために
多くの方の支援が必
要である。また、木津
川市子ども・子育て支
援事業計画に基づ
き、一体型の放課後
児童クラブ及び放課
後子ども教室を全て
の小学校における整
備を推進する。当事
業計画における当面
の目標として、平成３
１年度までに５０％整
備することを目指す。

2-(4)-①1
l 子どもの安全な居場所づくりや心身の健全な育成を図
る児童館活動の内容の充実 こども宝課 Ａ

児童館との交流の実
施。 2

引続き実施する。

2-(4)-①2

l 多様な交流と学びの機会などを提供する公民館事業
の推進

社会教育課 Ａ

ふれあいの集い6/19、
サークル発表会9/10～
11
公民館まつり3/4～5

2

公民館事業の内容充
実、参加団体の集客
活動強化を図る。

2-(4)-①3

l スポーツ・レクリエーション活動の推進

社会教育課 Ａ

スポーツ推進委員と連
携して各種事業を実
施。

2

内容充実、集客活動
強化を図る。

2-(4)-①4

l 地域の文化財を学ぶ機会の充実

文化財保護課 Ａ

　小中学校からの要請
に応え出前授業を実施
した。

1

　郷土を愛する心を
育て市内文化財の一
層の啓発に資する
為、小学校・中学校か
らの要請に応え出前
授業等の取組みを強
化する。

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

2-(4)-①5

l 社会科副読本の充実と活用

学校教育課 Ａ

市立小学校の教職員で
作成した社会科副読本
「わたちたちの木津川
市」を地域学習に活用し
た。

2

社会科副読本の改定
等充実を図っていく。

2-(4)-①6

l フィールド学習の推進

学校教育課 Ａ

市内の施設や文化財な
どを直接見て体験する
フィールド学習を実施し
た。

2

引き続きフィールド学
習を推進する。

2-(4)-①7

l 芸術演劇鑑賞事業の活用

学校教育課 Ａ

本物の文化・芸術に触
れる機会を持つため芸
術演劇鑑賞を行った。 2

引き続き文化・芸術
活動を推進するた
め、芸術演劇鑑賞を
実施する。

2-(4)-①8

l 市内文化施設の積極的な活用

社会教育課 Ａ

各種催しの開催や文化
振興事業として各種文
化教室を実施。

2

市民の文化活動の拠
点となる施設であり、
利用者が安心・安全
に施設を利用できる
よう施設・設備の更新
が必要となっている。

2-(4)-①9

l 地域体験活動事業の推進

学校教育課 Ａ

市内の施設や文化財な
ど直接見て体験する地
域体験活動を実施し
た。

2

引き続き地域体験活
動を推進する。

2-(4)-①10

l 子どもの知的好奇心の醸成を図る取組の展開

学校教育課 Ａ

子どもの知的好奇心醸
成事業を実施した。 2

引き続き子どもの知
的好奇心の醸成を
図っていく。

2-(4)-①11

l 図書館における子育て支援

社会教育課 Ａ

各館においておはなし
会・絵本の読み聞かせ
他、各種催しや講座を
開催。
新小学1年生に図書館
スタートセットの配布。
健康推進課における
ブックスタート事業へ絵
本リスト提供協力。
幼児向けブックリストの
改訂を実施。

2

各事業は概ね好評を
いただいているが、図
書に関する催しの充
実等、更に効果的な
事業の実施の検討が
必要である。

2-(4)-①12

l 放課後子ども総合プランの推進

社会教育課 Ａ

新たに木津小学校、南
加茂台小学校で教室を
開設。 2

新たな開設に向けて
の協議・調整を進め
る。

2-(4)-①13

l 子どもの意見表明の機会づくり

学校教育課 Ａ

少年の主張大会や校内
での発表会など子ども
の意思表明の機会づく
りを行った。

2

引き続き子どもの意
識表明の機会づくりを
行っていく。

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
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価

平成28年度実績
（取組内容）
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価

今後の方向性
及び課題等

2-(4)-①13

l 子どもの意見表明の機会づくり

社会教育課 A

毎年、小学生・中学生に
よる少年の主張大会を
実施(11/3)また、市の大
会において成績上位者
は相楽少年の主張大会
に出場(2/19)。

2

引き続き事業を実施
する。

2-(4)-②1

②　次代を担う若者
の自立の支援

l 「ＫＹＯ発見　仕事・文化体験活動推進事業」等の活用

学校教育課 Ａ

全ての小中学校で「ＫＹ
Ｏ発見　仕事・文化体験
活動推進事業」を活用
し、職場体験・職業体験
を行った。

2

引き続き「ＫＹＯ発見
仕事・文化体験活動
推進事業」を活用し、
職場体験・職業体験
を行っていく。

2-(4)-②2

l 発達の段階に応じた系統的なキャリア教育の推進

学校教育課 Ａ

小学校では農業や福祉
などの職業体験、中学
校では職場体験と発達
の段階に応じたキャリア
教育を行った。

2

引き続き発達の段階
に応じた系統的な
キャリア教育を推進し
ていく。

2-(4)-②3

l 大学や近隣企業等と連携した取組の推進

学校教育課 Ａ

一部の学校で大学や近
隣企業等と連携した取
り組みを実施した。 2

大学や近隣企業等と
連携した取り組みを
他の学校へも広げて
いく。

2-(4)-②4

l 進路指導相談体制の充実

学校教育課 Ａ

各学校において、また
教育支援委員会等を通
じて進路指導相談体制
の充実を図った。

2

引き続き進路指導相
談体制の充実を図っ
ていく。

2-(4)-②5

l 「京都ジョブパーク」や「京都わかものハローワーク」の
周知と、京都府と連携した若者や障害のある若者に対
する就職支援

社会福祉課 Ａ

障害者いきいきサ
ポート窓口を設置
し、障害のある若者
等の就職相談を実
施。

2

引き続き障害者いき
いきサポート窓口を
設置して就職支援を
実施し、必要に応じ
て京都府と連携す
る。

子どもが心
豊かにたく
ましく育つ
環境づくり
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基本目標３

3-(1)-①1
(1) 親と子の健康の
確保

①　妊産婦保健対
策の充実

l 母子健康手帳・マタニティマークの交付
健康推進課 Ａ

妊娠届出者数637人
(H27年度668人) 2

継続実施

3-(1)-①2
l 妊婦健康診査受診券の交付

健康推進課 Ａ
妊婦健康診査受信者数
7,410名 2

継続実施

3-(1)-①3

l マタニティ広場の推進

健康推進課 Ａ

マタニティ広場の妊婦受
講者は93人(延べ人数
165人)で、妊娠届出者
のうち14.1%が受講して
いる。

2

継続実施

3-(1)-①4

l 乳幼児健康診査の受診促進

健康推進課 Ａ

対象者に個別通知を実
施。対象健診月に欠席
した場合は、翌月に再
受診の機会を設定して
いる。
＜受診率＞
乳児前期健診：98.5％
乳児後期健診：95.6％
幼児健康診査：96.2％
幼児歯科健診：93.0％
3歳児健診　　：95.8％

2

継続実施

3-(1)-①5

l 乳幼児健康診査未受診者への対策強化

健康推進課 Ａ

健診未受診児は、電
話・訪問等により児の様
子を把握することとして
いる。

2

継続実施

3-(1)-①6

l 乳幼児健康相談

健康推進課 Ａ

相談率91%。木津・加
茂・山城の各保健セン
ターで実施。 2

継続実施

3-(1)-①7
l 乳児家庭全戸訪問事業

健康推進課 Ａ
平成２８年度訪問実施
率９７．３％ 2

継続実施

3-(1)-①8
l 不妊治療給付事業

健康推進課 Ａ
不妊及び不育治療につ
いて助成 2

継続実施

3-(1)-①9

l 予防接種

健康推進課 Ａ

乳幼児から高齢者まで
各種予防接種の実施。

2

引き続き実施する。

3-(1)-①10

l 出産育児一時金
国保年金課 Ａ

窓口にて案内

2

引き続き実施する。

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
り
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

3-(1)-②1

②　保護者の健康
の保持・増進の推進

l 子宮がん・乳がん検診の受診の促進

健康推進課 Ａ

子宮頸がん・乳がん検
診個別通知、幼児歯科
健診の際に母親に乳が
ん検診に関するチラシ
配布

2

引き続き実施する。

3-(1)-②2
l がん検診の受診促進

健康推進課 Ａ
対象者全員に個別通知

2
引き続き実施する。

3-(1)-②3

l 特定健診・特定保健指導の受診促進

健康推進課 Ａ

個人通知により指導へ
の意識を高めるととも
に、電話連絡により生
活習慣病予防の重要性
を伝え指導につなげる。

2

特定保健指導の受診
案内を結果送付時に
同封し国保年金課か
ら送付する。

3-(1)-②3

l 特定健診・特定保健指導の受診促進

国保年金課 Ａ

生活習慣病予防に着目
し、健康診査・特定保健
指導を実施 2

引き続き受診率・指
導率向上に向けて取
り組む

3-(1)-②4

l 健康づくりや生活習慣病予防の意識啓発

健康推進課 Ａ

食生活改善推進員によ
る望ましいバランス食の
普及や特定保健指導に
おける生活習慣改善意
識の向上、すこやか木
津川21プランに基づく健
康づくり事業等により意
識付けを行う

2

引き続き実施する。

3-(1)-②4

l 健康づくりや生活習慣病予防の意識啓発

国保年金課 Ａ

健康イベントを実施し、
生活習慣病予防の意識
を持つきっかけづくりと
した

2

効果的な実施に向け
て検討を重ねる

3-(1)-③1
③　医療体制の充
実

l かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局の
普及 健康推進課 Ａ

相談、各健（検）診時に
勧奨。 2

引き続き実施する。

3-(1)-③2
l 小児医療体制の充実

健康推進課 Ａ
相楽休日応急診療所継
続開設 2

引き続き実施する。

3-(1)-③3
l 小児救急電話相談番号の周知

健康推進課 Ａ
乳児全戸訪問時に説明

2
引き続き実施する。

3-(1)-③4

l 相楽休日応急診療所についての周知

健康推進課 Ａ

広報紙及び市ホーム
ページに掲載、乳児全
戸訪問時にも説明 2

引き続き周知を図る。

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
り
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3-(2)-①1

(2) 食育や思春期保
健対策の推進

①　食育の推進 l 離乳食講習会の充実

健康推進課 Ａ

乳児前期健診時に管理
栄養士の作った離乳食
の試食をしながら幼児
食までの説明を実施

2

引き続き実施。

3-(2)-①2

l 幼稚園、保育所、認定こども園、学校等における食育
推進事業を通した食に関する指導の充実と望ましい健
全な食習慣の促進 健康推進課 Ａ

小中学生に食育レシピ
コンテストへ応募いただ
き、入賞作品を広く市民
に普及している。

2

引き続き実施。

3-(2)-①2
l 幼稚園、保育所、認定こども園、学校等における食育
推進事業を通した食に関する指導の充実と望ましい健
全な食習慣の促進

こども宝課 Ａ
食育だよりの発行。食
育を取り入れた保育の
実施

2
引き続き実施

3-(2)-①2

l 幼稚園、保育所、認定こども園、学校等における食育
推進事業を通した食に関する指導の充実と望ましい健
全な食習慣の促進

学校教育課 Ａ

児童・生徒については、
生産者の話を聞くことで
感謝の心を育み残さず
食べるようになり、また
食や地元産業への関心
を高めることができた。
教職員についても、各
小学校間連携や小中連
携が進み、教職員全体
で食育に関する共通理
解を持つことができた。

2

継続して取組を進め
る。

3-(2)-①3

l 食に関する学習「５分間スタディ」の推進

学校教育課 Ａ

「５分間スタディ」を実施
し、食に関する指導の
充実を図った。 2

引き続き「５分間スタ
ディ」を活用し、食に
関する指導の充実を
図っていく。

3-(2)-①4

l 栄養教諭による出前授業

学校教育課 Ａ

栄養教諭による出前授
業を実施し、食に関する
指導の充実を図った。 2

引き続き栄養教諭に
よる出前授業を活用
し、食に関する指導
の充実を図っていく。

3-(2)-①5

l 地元食材を使った伝統的な食文化の継承と魅力ある
給食の実現に向けた地産地消の取組の推進

学校教育課 Ａ

市内３給食センターにお
いては、地元食材を取り
入れた献立の作成をし
た。献立だよりや毎日の
給食放送、掲示資料等
を用いて紹介すること
で、地元食材への興味・
関心・知識を高めるとと
もに郷土愛を育むこと
ができた。

2

今後もできる限り地元
食材を取り入れた献
立の作成に取り組
み、また周知すること
を続けていく。

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
り
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

3-(2)-①5

l 地元食材を使った伝統的な食文化の継承と魅力ある
給食の実現に向けた地産地消の取組の推進 こども宝課 Ａ

地産食材の給食への利
用 2

引き続き実施

3-(2)-①6

l 望ましい食文化の継承に向け、地域と家庭の連携によ
る食育の推進

学校教育課 Ａ

地域や農家の方を招い
た招待給食や家庭から
のレシピの募集など地
域や家庭と連携した食
育を推進した。

2

引き続き、地域や家
庭と連携した食育を
推進していく。

3-(2)-①6
l 望ましい食文化の継承に向け、地域と家庭の連携によ
る食育の推進

こども宝課 Ａ
行事食の実施

2
引き続き実施

3-(2)-①6
l 望ましい食文化の継承に向け、地域と家庭の連携によ
る食育の推進 健康推進課 Ａ

食生活改善推進員によ
る食文化の継承を目的
とした料理講習会の実

2
継続実施する

3-(2)-①7

l 給食におけるアレルギー対応についてのマニュアル整
備と教職員の研修の推進

学校教育課 Ａ

給食におけるアレル
ギー対応について指針
を作成し、現在の３給食
センター施設状況に見
合ったアレルギー対応
の事務処理要領を作成
した。

1

市としてアレルゲンの
対応の決定や学校と
の連携、学校でのア
レルギー対応指導に
ついてのマニュアル
は、検討段階である。

3-(2)-①7
l 給食におけるアレルギー対応についてのマニュアル整
備と教職員の研修の推進 こども宝課 Ａ

アレルギー対応食の実
施 2

引き続き実施
マニュアル整備

3-(2)-②1

②　学校等保健対
策の充実

l 幼稚園、保育所、認定こども園、学校と家庭との連携
による望ましい生活習慣・食習慣の確立に向けた保護
者への啓発 学校教育課 Ａ

「早寝・早起き・朝ごは
ん」等生活習慣、食習慣
の確立に向けた保護者
への啓発を行った。

2

引き続き生活習慣、
食習慣の確立に向け
た保護者への啓発を
行っていく。

3-(2)-②1

l 幼稚園、保育所、認定こども園、学校と家庭との連携
による望ましい生活習慣・食習慣の確立に向けた保護
者への啓発 こども宝課 Ａ

保護者対応、個人懇
談、クラス懇談、園だよ
り、食育だより配付等に
より啓発

2

引き続き実施

3-(2)-②2

l 「早寝、早起き、朝ごはん」キャンペーンの推進

学校教育課 Ａ

「早寝・早起き・朝ごは
ん」のため生活習慣、食
習慣の確立に向けた保
護者への啓発を行っ
た。

2

引き続き「早寝・早起
き・朝ごはん」を推進
していく。

3-(2)-②2

l 「早寝、早起き、朝ごはん」キャンペーンの推進

こども宝課 Ａ

保護者対応、個人懇
談、クラス懇談、園だよ
り、食育だより配付等に
より啓発

2

引き続き実施

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
り
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
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3-(2)-②3

l 学校等における健康診断や健康教育、健康相談の推
進

学校教育課 Ａ

学校保健安全法に基づ
く健康診断に加え、健康
教育や健康相談を実施
した。

2

引き続き実施する。

3-(2)-②3

l 学校等における健康診断や健康教育、健康相談の推
進

こども宝課 Ａ

内科、歯科、眼科、耳鼻
科検診の実施、身体測
定の月１回実施 2

引き続き実施

3-(2)-②4

l 専門機関との連携による感染症や生活習慣病の予
防、性に関する教育、がん教育等の推進

学校教育課 Ａ

専門機関から講師を招
き、感染症や生活習慣
病の予防やがん教育に
関する講演会や授業等
を行った。

2

引き続き、専門機関と
連携して感染症や生
活習慣病の予防、性
に関する教育、がん
教育等を推進する。

3-(2)-②4

l 専門機関との連携による感染症や生活習慣病の予
防、性に関する教育、がん教育等の推進

国保年金課 Ａ

市内中学校５校の３年
生を対象に、エイズ教
育講演会を実施

2

引き続き実施する

3-(2)-③1

③　思春期の心身
の健康の保持・増進

l 喫煙や飲酒、薬物乱用等の防止教育の推進

学校教育課 Ａ

各学校において「喫煙
防止」、「飲酒につい
て」、「薬物乱用防止教
室」を開催した。

2

引き続き、喫煙や飲
酒、薬物乱用等の防
止教育を推進する。

3-(2)-③1
l 喫煙や飲酒、薬物乱用等の防止教育の推進

健康推進課 Ａ
各中学校にて喫煙防止
についての講演を実施 2

継続実施

3-(2)-③2

l 性や生命の尊重に基づく性教育の推進

学校教育課 Ａ

各学校において、児童
生徒の発達段階に応じ
た性教育を実施した。 2

引き続き、生命の尊
重に基づく性教育を
推進する。

3-(2)-③3

l 食事や運動、睡眠等のバランスのとれた健康づくりの
推進

学校教育課 Ａ

体力テストや健康診断
の結果から体力や健康
状態について分析し、
バランスのとれた健康
づくりを推進した。

2

引き続き、食事や運
動、睡眠等のバラン
スのとれた健康づくり
の推進と啓発を行う。

3-(2)-③4

l 喫煙、飲酒、薬物乱用、性感染症等の心身に悪影響を
及ぼす問題についての相談・指導の充実

学校教育課 Ａ

養護教諭、心の教育相
談員、スクールカウンセ
ラー等による心身の問
題に関する相談、指導
を行った。

2

引き続き、心身に悪
影響を及ぼす問題に
ついての相談・指導
の充実に努める。

安心して子
どもを産
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価
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3-(3)-①1

(3) 援助を必要とす
る家庭への支援の
充実

①　障害のある子ど
もに対する施策の充
実

l 障害の早期発見（乳幼児健診、学校等における健康診
断等）

健康推進課 Ａ

乳幼児相談、健診、クリ
ニックにおいて発達等に
何らかの課題のある児
を専門機関につなぐ

2

継続実施

3-(3)-①2

l 発達相談

健康推進課 Ａ

臨床心理士による面接
を実施。発達状況のア
セスメント、こどもの特
性への理解と育児への
助言等を行う（644人）

2

継続実施

3-(3)-①3

l 幼稚園・保育所巡回相談

健康推進課 Ａ

こどものすこやかな成
長を目的に集団生活で
の効果的な支援をを行
う。市内入園児幼稚園3
園、保育園15園（年間
54日）

2

継続実施

3-(3)-①4

l 関係機関との連携強化による適正な就園・就学指導の
推進 健康推進課 Ａ

関係機関と連携を取り
ながら就園、就学に関
する情報提供実施

2

継続実施

3-(3)-①4
l 関係機関との連携強化による適正な就園・就学指導の
推進 学校教育課 Ａ

教育支援委員会を開催
した。 2

関係機関との関係強
化を推進する。

3-(3)-①5

l 医療機関との連携による教育相談、療育相談の充実

健康推進課 Ａ

医療機関と連携し、心
理士・保健師による情
報提供および療育機関
の紹介を実施

2

継続実施

3-(3)-①5
l 医療機関との連携による教育相談、療育相談の充実

学校教育課 Ｃ
未着手。

2
今後、充実に向け検
討を図っていく。

3-(3)-①6

l 障害福祉サービスの充実

社会福祉課 Ａ

障がいのある児童に
ついて、障害福祉
サービス（居宅介
護、行動援護、短期
入所）の支給を行っ
た。

2

引き続き、必要に応
じ、障害福祉サービ
スの支給を行う。

3-(3)-①7

l 放課後等デイサービスの充実

社会福祉課 Ａ

療育が必要な就学児
童について、放課後
等デイサービスの支
給を行った。

2

引き続き、必要に応
じ、放課後等デイ
サービスの支給を行
う。

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
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3-(3)-①8

l 障害児補装具・日常生活用具給付事業の充実

社会福祉課 Ａ

子どもを含め、補装
具・日常生活用具給
付事業を実施。 2

障害のある子どもの
日常生活を支援する
ため、引き続き補装
具・日常生活用具給
付事業を実施する。

3-(3)-①9

l 障害者福祉タクシー利用券交付事業

社会福祉課 Ａ

子どもを含め、重度
の在宅障害者等を対
象に福祉タクシー利
用券交付事業を実
施。

2

引き続き、事業を実
施し、障害者の外出
を支援する。

3-(3)-①10

l 個別の指導計画や教育支援計画の作成と取組

学校教育課 Ａ

個別の指導計画や教育
支援計画を作成し、
個々の状況に応じた指
導を充実した。

2

今後も個別の指導計
画や教育支援計画を
作成し、個々の状況
に応じた指導を推進
する。

3-(3)-①10

l 個別の指導計画や教育支援計画の作成と取組

こども宝課 Ａ

障害児加配の配置等支
援を要する児童の計画
的な受入 2

引き続き実施

3-(3)-①11

l 相談支援ファイルを活用した支援継続

社会福祉課 Ａ

「サポートファイル
きづがわ」につい
て、主に知的障害・
重度の身体障害のあ
る児童について配布
を行った。

2

引き続き、事業を実
施していく。なお、
京都府において「支
援ファイル」を作成
しており、本市の
「サポートファイ
ル」の活用方法等に
ついて、協議を進め
ていく。

3-(3)-①12

l 誰にでもわかりやすく、安心して参加できる教育環境づ
くり

学校教育課 Ａ

授業改革に取り組み、
誰にでもわかりやすく、
安心して参加できる教
育環境づくりを促進し
た。

2

引き続き授業改善に
取り組み、誰にでもわ
かりやすく、安心して
参加できる教育環境
づくりを推進する。

3-(3)-①13

l 特別支援教育コーディネーターの役割についての検討

こども宝課 Ａ

支援を要する児童の支
援、関係機関との連携 2

継続

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
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3-(3)-①14

l 木津川市特別支援教育推進委員会や地域支援セン
ターの活用による障害のある子どもの支援

社会福祉課 Ａ

基幹相談支援セン
ターとして社会福祉
法人いづみ福祉会に
相談業務を委託し、
障がいのある児童に
ついて、相談支援を
行った。

2

引き続き、相談支援
を実施していく。

3-(3)-①15

l 特別支援学校や相楽地方通級指導教室等の関係機
関との連携強化と、縦・横のつながりによる障害のある
子どもの支援

学校教育課 Ａ

特別支援学校や道楽地
方通級指導教室等と連
携し、障害のある子ども
の就学支援、教育支援
を行った。

2

引き続き特別支援学
校や相楽通級指導教
室等と連携して、障害
のある子どもの支援
を行っていく。

3-(3)-①16

l 発達障害にかかる専門的な知識と技術を要する教職
員の養成と特別教育支援員の計画的な配置

学校教育課 Ａ

増加する発達障害のあ
る児童生徒に対応する
ため、専門的な知識と
技術を要する教職員の
養成と特別支援教育支
援員の計画的な配置に
努めた。

2

引き続き、教職員の
養成と特別支援教育
支援員の計画的な配
置に努める。

3-(3)-②1
②　ひとり親家庭の
総合的な自立支援
の推進

l 高等技能訓練促進費等給付金事業
こども宝課 Ａ

対象者3名
2

継続

3-(3)-②2
l 自立支援教育訓練給付金の支給

こども宝課 Ａ
対象者2名

2
継続

3-(3)-②3

l ハローワーク等との連携による事業主への雇用促進
の啓発

こども宝課 Ａ

くらしサポート課との
ケースカンファレンスの
実施

2

継続

3-(3)-②4
l 保育所優先入所の推進

こども宝課 Ａ
利用調整基準により実
施 2

継続

3-(3)-②5
l 子育て短期支援事業の利用促進

こども宝課 Ａ
7名利用

2
継続

3-(3)-②6
l 母子・父子自立支援員による相談の推進

こども宝課 Ａ
母子・父子自立支援員1
名配置 2

継続

3-(3)-②7
l 経済的支援（生活保護費支給事業、母子家庭医療制
度、母子家庭奨学金、児童扶養手当） こども宝課 Ａ 2

継続

3-(3)-②7
l 経済的支援（生活保護費支給事業、母子家庭医療制
度、母子家庭奨学金、児童扶養手当） くらしサポート課 Ａ

保護費については、適
正に支給されている。 2

生活保護法に基づき
継続して実施する。

安心して子
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評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

3-(3)-②8
l 養育支援訪問事業の推進

こども宝課 Ａ
相談員の訪問（53件）

2
継続

3-(3)-②9

l 生活困窮者に対する相談支援（平成27年４月１日付で
施行する「生活困窮者自立支援法」に基づく相談窓口の
開設）

くらしサポー
ト課

Ａ

「くらしとしごと」の相談
窓口を開設し、ひとり親
等の困窮世帯の相談を
行っている。また、こど
も宝課との情報共有や
連携により支援を行って
いる。

2

今後もこども宝課と連
携し相談事業を展開
する。

3-(3)-③1

③　経済的負担の
軽減

l 市内私立幼稚園保護者負担軽減補助金

学校教育課 Ａ

市内私立幼稚園在園児
保護者に対し、保育料
の補助を実施。

2

引き続き、私立幼稚
園児保護者の負担軽
減を図る。

3-(3)-③2

l 私立幼稚園就園奨励費補助金（子ども・子育て支援新
制度に移行しない幼稚園）

学校教育課 Ａ

私立幼稚園在園児保護
者に対し、保育料等の
補助を実施。

2

引き続き、私立幼稚
園児保護者の負担軽
減を図る。

3-(3)-③3

l 育英資金交付事業

学校教育課 Ａ

経済的な理由により、高
等学校等への進学が困
難な家庭に対し、援助を
実施した。

2

原資となる基金残額
の減少により、今後
の在り方を検討する
必要がある。

3-(3)-③4

l 就学援助事業

学校教育課 Ａ

経済的に困難な家庭に
対し、学用品費や給食
費について援助を実
施。

2

引き続き実施。

3-(3)-③5

l 子育て支援医療制度

国保年金課 Ａ

平成２７年の拡充によ
り、中学生がいる世帯
にも利用してもらえるよ
うになった。また、出生
や転入日から受給者証
交付手続きのない方に
ついて、勧奨案内をし
た。

2

市内の子供たちの健
康保持と子育て世帯
の医療費負担の軽減
をサポートし、安心し
て子育てできるまちづ
くりを目指す。

3-(4)-①1

(4) 相談・情報提供
体制の充実

①　子育て関連情報
の提供、相談体制
の充実

l 子育てガイドブックの作成

こども宝課 Ａ

ＳＮＳを利用した子育て
アプリの更新した。ま
た、子育てサイトを新設
した。

2

アプリ・子育てサイト
の更新により情報提
供を継続し情報の提
供を行う。

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
り
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

3-(4)-①2

l ホームページの充実

学校教育課 Ａ

開かれた学校をめざし、
すべての学校でホーム
ページを開設し、学校概
要や特色、行事等を公
開した。

2

引き続き、ホームペー
ジの充実を図ってい
く。

3-(4)-①2

l ホームページの充実

こども宝課 Ａ

子育て支援サイトの構
築 2

内容の更新、充実

3-(4)-①2 l ホームページの充実 健康推進課 Ａ 情報を更新 2 継続

3-(4)-①3
l 家庭児童相談室

こども宝課 Ａ
家庭児童相談員3名配
置（兼務） 2

継続

3-(4)-①4

l 乳幼児健康相談

健康推進課 Ａ

相談率91%。木津・加
茂・山城の各保健セン
ターで実施。 2

継続実施

3-(4)-①5

l 発達相談

健康推進課 Ａ

臨床心理士による面接
を実施。発達状況のア
セスメント、こどもの特
性への理解と育児への
助言等を行う（644人）

2

継続実施

3-(4)-①6

l 乳児家庭全戸訪問事業

健康推進課 Ａ

平成２８年度訪問実施
率97.3％

2

継続実施

3-(4)-①7

l ＤＶ相談

人権推進課 Ａ

女性センターにおいて、
相談員により毎週金曜
日の１３時～１５時に実
施している。ただし緊急
を要する事例もあるた
め、実質全開館日に相
談を受ける体制をとって
いる。（休館日の月曜日
は本庁で対応）。相談内
容によって、精神科医
や京都府家庭支援総合
センターと連携してい
る。平成２８年度のＤＶ
相談件数は３２件。

2

ＤＶ相談は多様化して
おり、軽易なケースか
ら相談者の生命に関
わるケースもあるた
め、慎重に対応しな
ければならない。
また、近年、ＤＶ被害
者が生活困窮者、精
神疾患者であること
が多く、市役所担当
課との連携を密にし
ていくことが必要であ
る。

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
り

26



別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

3-(4)-①8

l 民生児童委員・主任児童委員による子育て支援

社会福祉課 Ａ

木津民児協では、主
任児童委員が主体と
なり親子交流事業
「たのしいひろば」
を実施し、親子で楽
しめる場、また保護
者同士が交流できる
場を提供している。
加茂民児協及び山城
民児協では、乳児前
健康診査に際し、保
護者に対して身近な
相談相手である民生
児童委員の活動につ
いて、周知・啓発を
行っている。

2

引き続き民生児童委
員活動を通じた子育
て支援を行います。

安心して子
どもを産
み、育てる
ことができ
る環境づく
り
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

基本目標４

4-(1)-①1

(1) 子育て支援サー
ビスの充実

①　多様な地域子ど
も・子育て支援事業
等の提供

l 待機児童の解消

こども宝課 Ａ

認定こども園を1園新設
し、209名の保育定員を
増員

2

民間保育所等と連携
し待機児童解消に向
けた取組みの継続

4-(1)-①2
l 一時預かり事業の推進

こども宝課 Ａ
木津保育園分園で一時
預かり事業実施 2

引き続き実施する。

4-(1)-①3
l 病後児保育事業の推進

こども宝課 Ａ
保育所等での周知の実
施。 2

引き続き実施する。

4-(1)-①4
l 子育て短期支援事業（ショートステイ事業、トワイライト
ステイ事業） こども宝課 Ａ

保育所等での周知の実
施。 2

引き続き実施する。

4-(1)-①5
l ファミリー・サポート・センター事業

こども宝課 Ａ
保育所等での周知の実
施。 2

引き続き実施する。

4-(1)-①6
l 地域子育て支援拠点事業

こども宝課 Ａ
保育所等での周知の実
施。 2

引き続き実施する。

4-(1)-①7
l 放課後児童クラブ事業

こども宝課 Ａ
保育所等での周知の実
施。 2

引き続き実施する。

4-(1)-②1
②　保育事業の質
の向上

l 保育所の定員の弾力化の縮小
こども宝課 Ａ

国基準に基づく保育の
実施 2

引き続き実施する。

4-(1)-②2

l 育児休業満了時から利用できるよう、保育所定員の確
保等環境整備 こども宝課 Ａ

復職に合わせ利用でき
るよう、計画的な申請を
指導、助言

2

引き続き実施する。

4-(1)-②3

l 入所・入園手続きの簡素化

こども宝課 Ａ

きょうだいで申請する際
の添付書類の省略の実
施

2

引き続き実施する。

4-(1)-②4

l 保護者の就労の有無にかかわらず、幼稚園及び保育
所において、同レベルの質の高い教育・保育の提供体
制の確保（再掲） こども宝課 Ａ

６保育所が認定こども
園へ移行し、認定こども
園１園が新規開設した。 2

引続き供給体制確保
を推進

4-(1)-②4

l 保護者の就労の有無にかかわらず、幼稚園及び保育
所において、同レベルの質の高い教育・保育の提供体
制の確保（再掲）

学校教育課 Ａ

認定こども園の新設に
向け、準備を進めた。 2

認定こども園所管課
を連携ととり、事務を
進める。

4-(1)-②5
l 認定こども園の設置に向けた関係課との連携（再掲）

こども宝課 Ａ
関係課との協議の実施

2
引き続き実施する。

4-(1)-②5

l 認定こども園の設置に向けた関係課との連携（再掲）

学校教育課 Ａ

認定こども園の新設に
向け、準備を進めた。 2

認定こども園所管課
を連携ととり、事務を
進める。

4-(1)-②6
l 保育所や幼稚園における苦情処理体制の確立

こども宝課 Ａ
苦情対応についてのマ
ニュアル化の実施。 2

引き続き実施する。

親子の笑
顔を支える
仕事と生活
の調和の
推進
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

4-(1)-②6
l 保育所や幼稚園における苦情処理体制の確立

学校教育課 Ａ
各幼稚園と連携をとり、
対応した。 2

今後も連絡を密にと
り、連携をとって対応
する。

4-(1)-②7
l 保育所や幼稚園、認定こども園の事業等に関する第三
者評価の導入の検討 こども宝課 Ｂ

民間保育所において実
施 2

公営保育所での導入
検討

4-(1)-②7

l 保育所や幼稚園、認定こども園の事業等に関する第三
者評価の導入の検討 学校教育課 Ｃ

未着手。

2

今後、導入に向け検
討を図っていく。

4-(2)-①1

(2) 男女が協力し合
う家庭づくり

①　家庭の協力体
制の確立

l 家庭における男女共同参画の推進

人権推進課 Ａ

「男女共同参画週間」
（６月２３日～２９日）でＤ
ＶＤ上映会、「キラリさわ
やかフェスタ」（平成２８
年度は１２月４日に開催
参加者６３４名）で、講演
会を実施。パネル展示
やパンフレットの配布を
行った。また街頭啓発
活動で、ポケットテイッ
シュ等の啓発物品を配
布した。

2

引き続き、同様の事
業を実施する。

4-(2)-①2

l 保護者の学びの支援（子育て講座、男女共同子育て講
座、父親教室等）（再掲）

人権推進課 Ａ

親子クッキングは７組１
６名、男の料理教室は７
名参加。ただし保護者
に限定していない。 2

平成２９年度も親子
クッキング、男の料理
教室を実施予定。

4-(2)-①2

l 保護者の学びの支援（子育て講座、男女共同子育て講
座、父親教室等）（再掲）

こども宝課 Ａ

各保育所での人権講座
の実施。父親の保育参
加を促す取組みの実
施。

2

引続き実施する。

4-(3)-①1

(3) 仕事と生活の調
和の推進

①　子育て支援の職
場環境づくりの推進

l 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について
の啓発

人権推進課 Ａ

平成２８年度は人権研
修でワークライフバラン
スについての講演会を
実施。職員及び一般参
加者の合計７１名が参
加した。

2

講演会のテーマは毎
年違うため、男女共
同参画講座など事業
の中で啓発していく。

親子の笑
顔を支える
仕事と生活
の調和の
推進
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

4-(3)-①2

l 残業時間の削減等法律や制度などについて、事業所
や労働者に対する周知

人権推進課 Ａ

人権推進課では、男女
共同参画講座等の中で
労働関連の問題に触れ
ており、また、京都府か
らの広報チラシを窓口
に配置等することにより
周知をおこなっている。

2

人権推進課では、男
女共同参画講座など
の事業において、ま
た、広報チラシ等によ
り啓発していく。

4-(3)-①3

l 子育て支援に取り組んでいる企業等の情報提供

人権推進課 Ａ

子育て支援に取り組ん
でいる企業の情報では
ないが、再就職支援、
保育環境の整え方など
の情報提供が受けられ
るマザーズジョブカフェ
のパンフレットを配架し
ている。

2

引き続き、継続してい
く。

4-(3)-②1

②　生涯学習やボラ
ンティア活動の促進

l 生涯学習情報の提供

社会教育課 Ａ

生涯学習情報誌の発
行、ホームページを活
用した生涯学習情報の
提供を行った。

2

2年に1回発行してい
る生涯学習情報の内
容を検討する。

4-(3)-②2

l 生涯学習講座の開催（場合により、子育て支援付き講
座等）

社会教育課 Ａ

公民館講座28講座、市
民講座8講座、生涯学
習講座24講座を開催。

2

託児付き講座や夜間
講座の開催、市民
ニーズにあった講座
の開催など市民が参
加しやすい講座を検
討する。

親子の笑
顔を支える
仕事と生活
の調和の
推進
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

4-(3)-②3

l ボランティア情報の提供

社会福祉課 Ａ

社会福祉協議会を通
じ、ボランティアの
募集及び育成を実施
し、ボランティアガ
イド、チラシの作成
のほか社協広報「き
ずな」のボランティ
アコーナーにて毎月
情報を提供してい
る。また、4年に1
回、ボランティア
フェスティバルを実
施し、ボランティア
グループの舞台発表
や活動のパネル展示
を行う。（社協主
催）平成28年度実績
平成28年3月よりホー
ムページにボラン
ティアセンター情報
を開設
11/12～13　ボラン
ティアグループ活動
パネル展　協力グ
ループ13、参加者800
名

2

引き続き多くの市民
の方に知ってもらえ
るようボランティア
情報の発信を積極的
に行っていただく。

4-(3)-②4

l ボランティア講座の開催

社会福祉課 Ａ

市民向けにボラン
ティアのことを知っ
てもらうための各ボ
ランティアグループ
の活動発表と体験講
座、災害ボランティ
アに関する講習会を
実施した。（社協主
催）平成28年度実績
10/3 市民ボランティ
ア講習会　参加者23
名　10/22 市民ボラ
ンティア入門講座
参加者14名　12/11
ボランティアグルー
プ交流会　参加者49
名

2

引き続き多くの市民
の方に参加していた
だけるように定期的
な講座の開催を実施
していただく。

親子の笑
顔を支える
仕事と生活
の調和の
推進
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

基本目標５

5-(1)-①1

(1) 子育ち・子育てを
支える地域づくり

①　地域の子育て力
の向上

l 子どもを社会で育てることの意義などの啓発

こども宝課 社会福祉課 A

５月号広報で児童福祉
週間の啓発 2

継続します。

5-(1)-①2

l 町内会や自治会における行事等の活性化の促進

総務課 Ａ

行政地域の自立と積極
的なコミュニティ活動を
支援するために地域活
動交付金の交付をおこ
なった。
105地域　　13,255,280
円

2

行政地域の自立と積
極的なコミュニティ活
動を支援するため、
引き続き交付金を交
付する。

5-(1)-①3

l 地域福祉活動による子育て支援の推進

社会福祉課 Ａ

働く人々の仕事と子
育ての両立を支援す
ることを目的とし、
地域で育児の援助を
受けたい人（おねが
い会員）と行いたい
人（まかせて会員）
が助け合うファミ
リーサポート事業を
実施。（社協委託）

2

引き続き実施し、会
員の拡大に取り組
む。

5-(1)-①4
l 地域教育協議会による取組の推進

学校教育課 Ｃ
未着手。

2
今後、検討を進める。

5-(1)-①5

l 老人クラブ活動等地域団体による子育て支援活動の
促進

高齢介護課 Ａ

〇世代間交流事業に参
画することにより、もち
つきやかるたとり、百人
一首、本の読み聞かせ
など昔遊びを通して、子
どもの見守り活動や地
域支え合い活動の推進
を図った。
木津：1月14日 　203名
加茂：10月14日 170名

2

今後も次世代を担う
子ども達との相互交
流を昔遊びや集いの
場を通してより一層深
め、子どもの見守り活
動や地域支え合い活
動を促進する。

子どもと子
育てを支援
する地域づ

くり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

5-(2)-①1

(2) 子育て交流の促
進

①　子育て交流機会
の提供

l 地域子育て支援拠点事業の推進（再掲）

社会福祉課 Ａ

社会福祉協議会を通
じ子育て支援の拠点
となる子育てサロン
及びおもちゃの図書
館活動、きづがわっ
こ秋祭りなどの交流
活動に助成を行う。

2

今後も子育て支援の
拠点となる活動に対
して適切な助成を行
います。

5-(2)-①1

l 地域子育て支援拠点事業の推進（再掲）

こども宝課 Ａ

子育て支援センター・つ
どいのひろばで実施。

2

継続

5-(2)-①2

l 市社会福祉協議会等による子育てサークルの育成と
活動支援

社会福祉課 D

取り組みは終了してい
る。

4

社協が主催の子育て
サロンサークル交流
会等の活動も盛況に
行われており市として
の育成と活動支援は
終了する。

5-(3)-①1

(3) 子育てネットワー
クづくり

①　子育て支援ネッ
トワークの構築

l 保護者のネットワークづくりの支援

学校教育課 Ａ

幼稚園等において、未
就園児対象の行事等を
開催し、就園前の保護
者の交流を支援した。 2

ネットワークづくりの
支援を推進する。

5-(3)-①1

l 保護者のネットワークづくりの支援

こども宝課 Ａ

子育て支援センター・つ
どいのひろばで実施。

2

継続

5-(3)-①2

l 要保護児童対策地域協議会や児童相談所等との連携
強化 こども宝課 Ａ

常に細やかな報告・連
絡・相談の実施 2

継続

子どもと子
育てを支援
する地域づ

くり
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別表１

整理番号 基本目標 施策の方向 主な事業 事業の内容 担当課１ 担当課２ 担当課３
評
価

平成28年度実績
（取組内容）

評
価

今後の方向性
及び課題等

5-(3)-①3

l 関係機関や地域団体、ＮＰＯ法人やボランティア団体な
ど、地域全体の子育て支援ネットワークの形成

社会福祉課 Ａ

社協主催の子育て
ネットワーク連絡会
（4/22,参加者22名）
では、子育て支援関
係団体がそれぞれの
事業について報告や
今後必要と思われる
取り組みについて話
し合い、協力し合え
ることの情報交換を
行う。また、最新の
子育てに関する知識
や、疑問に思う事の
勉強会(9/6,28名）を
実施し、より良い支
援に繋げる。

2

今後も様々な団体が
ネットワークに参加
していただけるよう
に、取り組みを続け
ていただく。

5-(3)-①3

l 関係機関や地域団体、ＮＰＯ法人やボランティア団体な
ど、地域全体の子育て支援ネットワークの形成 こども宝課 Ａ

社会福祉協議会等と連
携し実施 2

継続

子どもと子
育てを支援
する地域づ

くり
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